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（２）鉄道事業者との地域脱炭素事業
（３）ＳＡＦへの資源化促進事業




伊丹市の環境政策

脱炭素

資源循環

生物多様性

2050年カーボンニュートラル
・太陽光パネル等の共同購入事業
・体験型環境イベント

・ペットボトル水平リサイクル事業
・フードドライブ

在来生物の種類数 195種
・生物多様性交流ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ
・昆陽池公園などでの生物調査

リサイクル意識の醸成



脱炭素

関西鉄道事業者等と連携し、地域の再エネ普及や
公共交通利用等を通じて、地域の脱炭素を促進

脱炭素・資源循環 の新事業
資源循環

鉄道事業者との地域脱炭素事業

民間事業者と連携し、市内家庭から回収した廃食用
油から国産SAFの原料として資源化

SAFへの資源化促進事業

第1弾 市内事業所向けＪクレジット事業 SAFとは、Sustainable Aviation Fuel(持続可能な
航空燃料)の略で、化石燃料に代わる次世代航空燃料

6月下旬頃に、連携協定の締結、
協定締結式の開催を予定(別途案内)




